
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
て

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
、
こ
の
10
年
は
市
民
の
皆
様
と
心
を
一
つ
に
し
、
復
興
に
取
り
組
ん
だ
道
の
り
で
し
た
。
震
災

後
に
策
定
し
た
「
ス
ク
ラ
ム
か
ま
い
し
復
興
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
住
ま
い
の
再
建
や
土
地
の
か
さ
上
げ
、
防

潮
堤
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
2
年
度
中
に
完
了
予
定
で
あ
っ
た
復
興
計
画
は
、
残

念
な
が
ら
住
宅
再
建
や
水
海
地
区
避
難
道
路
整
備
工
事
、
上
平
田
川
水
門
工
事
の
完
成
が
令
和
3
年
度
中
と
な

る
見
込
み
で
す
が
、
着
実
に
事
業
の
完
了
に
近
づ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の
復
興
は
、
市
民
の
皆
様
や
工

事
業
者
の
皆
様
、
各
地
か
ら
の
派
遣
職
員
の
皆
様
、
そ
の
他
内
外
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
協
力
、
ご
支
援
な
し
に

は
あ
り
得
な
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
大
型
商
業
施
設
の
開
店
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
の
国
の
指
定
、
橋
野

鉄
鉱
山
の
世
界
遺
産
登
録
、
岩
手
大
学
釡
石
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
置
、
釡
石
港
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
の
供
用

開
始
、
三
陸
沿
岸
道
路
の
開
通
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
の
開
催
な
ど
、
長
年
の
悲
願
と
し
て

い
た
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
も
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
を
代
表
し
て
世
界
に
復
興
支
援
へ
の
感
謝
を
伝
え
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
復
興
計
画
の
完
了
は
見
え
て
き
た
一
方
で
、
ご
遺
族
の
悲
し
み
は
年
月
を
経
て
も
な
お
癒
え

る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
心
痛
の
尽
き
ぬ
日
々
で
あ
っ
た
も
の

と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
被
災
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
市
民
一
人
一
人
の
誰
に
も
復
興
を
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
「
真
の
復
興
」
を
目
指
し
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
4
月
か
ら
は
、
市
民
の
皆
様
と
作
り
上
げ
た
第
六
次
釡
石
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
厳
し
い
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
計
画
が
掲
げ
る
「
一
人
ひ
と
り
が
学
び
あ
い　

世
界
と
つ
な
が
り

未
来
を
創
る
ま
ち
か
ま
い
し
」
と
い
う
新
し
い
将
来
像
を
目
指
し
て
共
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ま
た
、
来
る
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式
で
は
、
こ
う
し
た
復
興
の
状
況
と
ま
ち
づ
く
り

へ
の
決
意
を
犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
へ
お
伝
え
し
、
改
め
て
鎮
魂
の
意
を
さ
さ
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

被 災 の 状 況

2011年３月11日　東日本大震災から10年
市は、平成31年３月11日に釡石市防災市民憲章を制定しました。
この憲章は、あらゆる災害から身を守る知恵を次の世代へ伝えるための市民の誓いです。
あの日の出来事を我々市民は忘れません、決して忘れてはいけません。
あの日の教訓を生かし、未来の命を守るため、後世に継承する市民総意の誓いです。

私たちは生きる。かけがえのないふるさと釡石に、共に生きる。

釡石市防災市民憲章　　命を守る

備
そな

える
災害は　ときと場所を選ばない
避難訓練が　命を守る

戻
もど

らない
一度逃

に

げたら
戻
もど

らない　戻
もど

らせない
その決断が　命をつなぐ

逃
に

げる
何度でも　ひとりでも
安全な場所に　いちはやく
その勇気は　ほかの命も救う

語
かた

り継
つ

ぐ
子どもたちに
自然と共に在るすべての人に
災害から学んだ生き抜

ぬ

く知
ち

恵
え

を
語
かた

り継
つ

ぐ

地震の概要

発 生 日 時 平成23年3月11日㈮
14時46分ころ

震 源 三陸沖（牡鹿半島の東南東130km付近）
規模／震度 マグニチュード9.0／震度6弱（市内中妻町）

津波の概要
第 一 波 3月11日　14時台　　-119cm
最 大 波   　11日　15時21分　9.3m
※ 気象庁（釡石港湾合庁の痕跡などから推定した津波の高さ）
【参考】 （公社）土木学会東日本大震災特別委員会総合調査団資料
 9.2m（釡石湾平田漁港付近・浸水高）
19.3m（両石湾両石漁港背後地・遡上高）
15.4m（大槌湾釡石東中学校近くのがけ・遡上高）

釡石市の被災状況
［人的被害］
　・死亡者数　1,064人
　　 （行方不明者数　152人、関連死認定者数106人を含む）
　・避難者数　9,883人（市内、H23.3.17最大）
［家屋被害］
　・住家数1万6,182戸のうち4,704戸が被災（29%）
　※ 被災の内訳（全壊2,957戸、大規模半壊395戸、半壊304
戸、一部損壊1,048戸）

［産業関係］
　・ 市内全事業所2,396事業所のうち浸水範囲の事業所数1,382事
業所（全体の57.7%）

　・ 漁業関係　市内3漁協の漁船1,734隻のうち1,692隻が被災
（97.6%）
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平
成
23
年

３
月
11
日 

東
日
本
大
震
災
発
災

３
月
12
日 

無
料
バ
ス
運
行
開
始

３
月
13
日
〜　
が
れ
き
撤
去
作
業
開
始

３
月
14
日 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

３
月
17
日 

仙
人
峠
道
路
通
行
規
制
解
除

３
月
18
日 

住
宅
相
談
、
生
活
相
談
窓
口
を
シ
ー
プ
ラ
ザ
に
開
設

３
月
23
日 

市
内
保
育
所
の
再
開

４
月
１
日 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
通
常
供
給
再
開

４
月
６
日 

Ｊ
Ｒ
釡
石
線
運
転
再
開

４
月
11
日 

か
ま
い
し
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
開
局

４
月
11
日 

生
活
再
建
支
援
相
談
窓
口
設
置
／
り
災
・
被
災
証
明
発
行
開
始

４
月
14
日
〜
26
日　
市
内
各
小
中
学
校
新
年
度
授
業
再
開

４
月
21
日 

仮
設
住
宅
入
居
開
始
（
昭
和
園
）

５
月
６
日 

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
訪
問

６
月
11
日 

復
興
釡
石
新
聞
創
刊

７
月
12
日 

断
水
解
消
（
被
災
地
以
外
）

８
月
１
日 

生
活
支
援
相
談
員
配
置

８
月
１
日 

ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
の
運
行
開
始

８
月
４
日 

釡
石
第
２
魚
市
場
が
再
開

８
月
10
日 

仮
設
住
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置

８
月
26
日 

復
興
天
神
15
商
店
街
完
成
…
県
内
第
１
号

９
月
23
日 

震
災
６
カ
月
・
合
同
慰
霊
祭

10
月
11
日 

岩
手
大
学
三
陸
復
興
推
進
本
部
「
釡
石
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
設
置

10
月
17
日 

鵜
住
居
地
区
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設

12
月
22
日 

 

釡
石
復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画 

ス
ク
ラ
ム
か
ま
い
し
復
興
プ
ラ

ン
策
定

平
成
24
年

１
月
16
日 

唐
丹
小
学
校
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

１
月
17
日 

唐
丹
中
学
校
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

２
月
26
日 

釡
石
港
湾
口
防
波
堤
復
旧
工
事
着
工

２
月
27
日 

鵜
住
居
小
学
校
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

３
月
11
日 

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
式

４
月
16
日 

釡
石
東
中
学
校
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

４
月
16
日 

か
ま
い
し
ま
る
ご
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

４
月
25
日 

青
葉
ビ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

10
月
10
日 

に
こ
に
こ
バ
ス
が
運
行
開
始

11
月
22
日 

 

新
浜
町
魚
市
場
一
部
竣
工
式
典
／
殺
菌
冷
海
水
製
造
装
置
の
竣
工

式
典

平
成
25
年

３
月
27
日 

上
中
島
町
に
復
興
公
営
住
宅
竣
工
…
市
内
第
１
号

４
月
14
日 

釡
石
市
球
技
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

５
月
11
日 

岩
手
大
学
三
陸
復
興
推
進
機
構
釡
石
サ
テ
ラ
イ
ト
新
設
オ
ー
プ
ン

５
月
15
日 

上
中
島
復
興
公
営
住
宅
第
１
期
の
入
居
開
始

６
月
２
日 

大
町
ほ
ほ
え
む
ス
ク
エ
ア
オ
ー
プ
ン

８
月
４
日 

釡
石
は
ま
ゆ
り
ア
ク
ア
ス
ロ
ン

８
月
10
日 

鵜
住
居
に
仮
設
追
悼
施
設
完
成

８
月
10
日 

鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
犠
牲
者
追
悼
式

８
月
16
日
〜
18
日　
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
１
０
９　
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
開
店

９
月
７
日 

釡
石
よ
い
さ
復
活

９
月
８
日 

釡
石
市
郷
土
芸
能
祭
復
活

９
月
22
日
〜
23
日　
釡
石
ま
る
ご
と
味
覚
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
復
活

11
月
２
日 

皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
ご
訪
問

11
月
４
日 

鵜
住
居
川
鮭
ふ
化
場
再
建　
落
成
式

11
月
10
日 

橋
野
鉄
鉱
山
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

平
成
26
年

２
月
２
日 

新
春　
韋
駄
天
競
走

４
月
１
日 

釡
石
消
防
署
新
庁
舎
が
完
成

４
月
５
日 

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線
が
運
行
開
始

４
月
12
日 

Ｊ
Ｒ
釡
石
線
で
Ｓ
Ｌ
運
行
開
始

10
月
17
〜
19
日　
釡
石
ま
つ
り

10
月
31
日 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
大
会
に
立
候
補

12
月
５
日 

タ
ウ
ン
ポ
ー
ト
大
町
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

震災からの出来事

真の復興を目指して

浸水範囲の1,382事業所のうち、半壊以上の1,035事業者の再建状況

再建済み 657事業者 ※仮設店舗は、15箇所
233区画整備し、のべ
239事業者が入居。
令和２年度中の施設解体
を予定

休業・廃業 376事業者
仮設店舗営業中 ２事業者

合　計 1,035事業者

　ハード面の整備だけではなく、被災された皆さんや遺族の皆さんが、復
興したという実感を持ててこそ真の復興になります。市は、真の復興を目
指し、引き続き市民の皆さんに寄り添い続けます。

住まい

基盤整備 なりわい
復興

真の復興

鵜住居川水門と片岸海岸防潮堤

東部地区に整備された避難路（グリーンベルト）

唐丹町片岸地区に建設された、小白浜水門・防潮堤

釡石港湾口防波堤は平成30年３月に復旧工事が完了 応急仮設住宅入居戸数と住宅の自力再建数の推移（令和3年１月末現在）
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（戸） （世帯）応援職員・NPOなど被災者 住宅の自力再建

※再建数は、生活再建支援金の「加算支援金（建設・購入）」申請済み世帯数
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182

2,640

0

平成23年
8月

85

31年
2月

令和２年
2月

令和３年
1月

被災事業者の再建状況（令和3年１月末現在）

基盤整備

平成29年９月に供用開始したガントリーク
レーン

平成25年５月15日に上中島復興公営住
宅第１期の入居開始

平
成
27
年

３
月
２
日 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
開
催
都
市
に
決
定

４
月
21
日 
道
の
駅
「
釡
石
仙
人
峠
」
オ
ー
プ
ン

４
月
26
日 
釡
石
さ
く
ら
祭
（
唐
丹
町
）

７
月
５
日 
橋
野
鉄
鉱
山
が
世
界
遺
産
登
録
決
定

12
月
23
日 

釡
石
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

平
成
28
年

１
月
29
日 

釡
石
高
校
硬
式
野
球
部
21
世
紀
枠
で
春
の
甲
子
園
出
場
決
定

４
月
１
日 

 

岩
手
大
学
農
学
部
食
料
生
産
環
境
学
科
水
産
シ
ス
テ
ム
学
コ
ー
ス

設
置

９
月
〜
10
月 　
希
望
郷
い
わ
て
国
体
、
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
・

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
７
人
制
）
開
催

平
成
29
年

１
月
27
日 

釡
石
漁
火
酒
場
か
ま
り
ば
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

２
月 

唐
丹
小
学
校
・
唐
丹
中
学
校
新
校
舎
で
の
学
習
ス
タ
ー
ト

４
月 

鵜
住
居
小
・
釡
石
東
中
学
校
新
校
舎
で
の
学
習
ス
タ
ー
ト

４
月 

鵜
住
居
幼
稚
園
新
園
舎
で
の
保
育
ス
タ
ー
ト

５
月
８
日
〜
22
日　
尾
崎
半
島
林
野
火
災

５
月
16
日 

釡
石
市
魚
市
場
供
用
開
始

12
月
８
日 

釡
石
市
民
ホ
ー
ル
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
開
館

12
月
27
日 

千
年
橋
開
通

平
成
30
年

２
月
９
日 

市
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典

２
月
10
日 

近
代
製
鉄
発
祥
１
６
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

３
月
31
日 

釡
石
港
湾
口
防
波
堤
完
成

８
月
19
日 

釡
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

12
月
19
日 

市
内
最
後
と
な
る
浜
町
復
興
公
営
住
宅
完
成

平
成
31
年

３
月
９
日 

 

三
陸
沿
岸
道
路
（
市
内
区
間
）、
東
北
横
断
自
動
車
道
釡
石
秋
田
線

（
全
線
）
開
通

３
月
11
日 

う
の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
概
成
、
釡
石
市
防
災
市
民
憲
章
制
定

３
月
23
日 

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
全
線
開
通

４
月
13
日 

魚
河
岸
テ
ラ
ス
オ
ー
プ
ン

令
和
元
年

６
月
１
日
〜
８
月
７
日　
三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９

６
月
14
日 

 

大
震
災
か
ま
い
し
の
伝
承
者
（
第
１
期
）

 

基
礎
研
修
・
伝
承
者
証
交
付

６
月
22
日 

三
陸
沿
岸
道
路
（
釡
石
北
―
大
槌
）
開
通

７
月
１
日 

岩
手
大
学
総
合
教
育
研
究
棟
竣
工
記
念
式
典

７
月
５
日 

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
支
援
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

７
月
16
日 

釡
石
警
察
署
、
沿
岸
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
な
ど
業
務
開
始

７
月
20
日 

根
浜
海
岸
海
開
き

７
月
27
日 

 

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
２
０
１
９
開
催

 

日
本
代
表
対
フ
ィ
ジ
ー
代
表

７
月
28
日 

汐
立
雨
水
ポ
ン
プ
場
完
成
見
学
会

８
月
８
日 

根
浜
海
岸
観
光
施
設
オ
ー
プ
ン

９
月
14
日 

み
な
と
オ
ア
シ
ス
釡
石
登
録

９
月
25
日 

Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９　
フ
ィ
ジ
ー
対
ウ
ル
グ
ア
イ
戦
開
催

10
月
６
日 

第
10
回
全
国
虎
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
12
日
〜
13
日　
台
風
第
19
号
最
接
近
・
大
雨
特
別
警
報
発
表
、
被
害
発
生

10
月
13
日 

Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９　
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
中
止

11
月
３
日 

釡
石
市
が
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
賞
受
賞

12
月
１
日 

釡
石
市
民
体
育
館
オ
ー
プ
ン

令
和
２
年

１
月
22
日 

釡
石
港
が
ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
９
に
選
定

３
月
31
日 

釡
石
は
ま
っ
こ
ラ
ジ
オ
放
送
終
了

４
月
１
日 

東
部
地
区
避
難
路
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
）
完
成

10
月
10
日 

 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
１
周
年
い
わ
て
・
か
ま
い
し
ラ

グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
開
催

令
和
３
年

３
月
11
日 

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
を
迎
え
る

これまでに頂いた
主な支援の内容

派遣職員
　国や地方自治体から釡石市へ派
遣され、復旧・復興事業に取り組
んだ人は、令和３年１月末現在
で73団体、のべ816人になりま
す。一日も早い復興に向けて尽力
していただきました。

災害義援金
　東日本大震災の被災者に届けら
れる災害義援金は、個人や企業、
団体などから日本赤十字社などを
介して世界中から寄せられまし
た。令和３年１月末現在で、支援
額は５億5,183万5,451円になり
ました。

災害ボランティア
　平成23年の発災直後から市内
で活動したボランティアは、釡石
市社会福祉協議会にボランティア
登録しただけでのべ９万3,792人
に上ります。発災直後から、身を
粉にして活動していただき釡石の
復旧・復興のために尽力していた
だきました。

　この他にも、炊き出しや支
援物資の提供、コンサートな
どさまざまな形で多くの支援
を頂きました。これらの支援
の積み重ねにより、現在の釡
石があります。これまでに受
けた支援への感謝を忘れずに
前へ進んでいきます。

平成31年３月に全線開通した三陸鉄道リ
アス線

平成29年12月に開館した釡石市民ホール
TETTO

平成31年３月に開通した三陸沿岸道路（市
内区間）と東北横断自動車道釡石秋田線
（全線）

平成23年４月21日に入居開始した昭和園
仮設住宅

釡石東中・鵜住居
小学校跡地に建
設された釡石鵜住
居復興スタジアム
で開催されたラグ
ビーワールドカッ
プ2019では、市内
の全小中学生が世
界中に感謝の思い
を発信しました

復興の歩み
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| 
震
災
当
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
か

　
地
震
が
起
き
た
時
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
部
活
中
で
し
た
。
す
ぐ
に
体
育
館
の
外
に
出

ま
し
た
が
、
揺
れ
が
収
ま
る
ど
こ
ろ
か
ど
ん
ど

ん
強
く
な
り
、
津
波
が
来
る
と
感
じ
ま
し
た
。

普
段
か
ら
避
難
訓
練
は
行
っ
て
い
た
の
で
、
小

学
生
も
中
学
生
も
無
事
に
避
難
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

|  

学
生
時
代
に
も
防
災
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
か

　
進
学
先
に
、
釡
石
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
さ
れ
て

い
る
先
生
が
偶
然
い
て
、
そ
の
先
生
と
一
緒
に

全
国
各
地
で
震
災
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
機
会

を
頂
き
ま
し
た
。
卒
論
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
し

て
、
よ
り
多
く
の
人
が
助
か
る
た
め
に
、
東
日

本
大
震
災
の
時
の
避
難
行
動
の
良
か
っ
た
点
や

課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
川
崎
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
当

時
は
釡
石
東
中
2
年
生
で
し
た
。
大
学
進
学
の

た
め
一
度
は
釡
石
を
離
れ
ま
し
た
が
、
卒
業
後

は
釡
石
に
戻
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
い
の
ち
を

つ
な
ぐ
未
来
館
で
ガ
イ
ド
や
語
り
部
、
施
設
運

営
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

|  

㈱
か
ま
い
し
Ｄ
Ｍ
Ｃ
に

就
職
し
た
き
っ
か
け
は

　
学
生
時
代
か
ら
卒
業
後
は
釡
石
に
帰
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
釡
石
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
際
に
㈱
か
ま
い
し
Ｄ
Ｍ
Ｃ
の
先
輩
や
同

級
生
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
自
分
の
思
い

を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
一
緒
に
働
こ
う
と
誘
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
で
あ
れ
ば
、
地

元
の
た
め
に
力
に
な
れ
る
と
思
い
迷
わ
ず
入
社

を
決
め
ま
し
た
。

| 

仕
事
の
状
況
は

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

修
学
旅
行
を
県
内
で
回
る
と
い
う
動
き
が
あ

り
、
今
年
度
は
県
内
の
小
中
学
校
生
の
来
館
が

多
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
来
館
で
き
な
い
人
の

た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ガ
イ
ド
と
語
り

部
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
需
要
が
多
く
、
現

在
は
来
館
さ
れ
て
の
ガ
イ
ド
よ
り
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
ガ
イ
ド
や
語
り
部
の
方
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

| 
ガ
イ
ド
す
る
時
は

ど
ん
な
質
問
を
さ
れ
ま
す
か

　
震
災
の
体
験
者
と
し
て
、
避
難
の
際
は
何
を

考
え
て
い
ま
し
た
か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
記

憶
は
あ
ま
り
な
く
、
余
裕
が
な
さ
過
ぎ
て
当
時

は
何
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
話
し

て
い
ま
す
。

| 

こ
の
仕
事
に
就
い
て

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

　
震
災
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
て
く
れ
た

り
、
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
を
家
族
や
周
り
の

人
に
伝
え
て
く
れ
た
り
、
防
災
や
災
害
に
対
す

る
思
い
が
変
わ
っ
て
く
れ
た
と
感
じ
る
時
に
良

か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。

| 

今
後
の
目
標
は

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
兼
ね
な
く
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
千
島
海
溝
・
日
本
海
溝
の
津
波
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
状
況
な
の
で
、
外
部
に
向
け
て
の
情
報

発
信
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
防
災
意
識
も
向
上

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
緒
に
防
災
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
！

市
民
と
一
緒
に
防
災
に
取
り
組
み
た
い

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
（
㈱
か
ま
い
し
Ｄ
Ｍ
Ｃ
）

川 

崎
　
杏あ 

樹き　
さ
ん
（
鵜
住
居
町
・
24
歳
）

うのすまい・トモス二周年記念 With ひとつの街
海山連携テイクアウト朝市を開催します
日　時 ３月20日（土・祝）　９時～14時　※星空観察会は18時30分～19時30分
場　所 うのすまい・トモス広場

内　容

・地域特産品の朝市（海産物、新鮮野菜、漬物、団子、お菓子など）
・鵜の郷交流館テナントによる記念品のプレゼント　※数量限定
・市内外の飲食店やキッチンカーによるテイクアウト商品の販売（お弁当、お惣菜、スイーツなど）
・釡石高校吹奏楽部有志による演奏会
・釡石高校音楽部による合唱
・鵜住居虎舞の披露
・いのちをつなぐ未来館職員によるスタジアム見学＆震災伝承プログラム
　※参加無料、先着20人限定
・かまいしDMC天文部による星空観察会（曇り、雨の場合は中止）

問い合わせ　うのすまい・トモス事務局　鵜住居町4-901-2　☎27-5666

開館から2周年うのすまい・トモス

　鵜住居駅前に平成31年３月にオープ
ンした「うのすまい・トモス」がまもな
く２周年を迎えます。この施設には『い
のちをつなぐ未来館』『釡石祈りのパー
ク』『鵜の郷交流館』『釡石市民体育
館』の４つの公共施設が配置されていま
す。東日本大震災の記憶や教訓を将来に
伝えるとともに、生きることの大切さや
素晴らしさを感じられる憩いの場であ
り、地域活動や観光交流を促進するエリ
アです。市民の皆さんも、ぜひご利用く
ださい。

ラグビーワールドカップ2019の試合当日は、来場者の玄関口と
して世界中の人を迎えました

いのちをつなぐ未来館には開館以来およそ９万4,000人が来館
し、震災の出来事や教訓を学びました（１月末現在）

ラグビーワールドカップ2019の開催期間中には、釡石祈りのパー
クに多くの外国人が足を運び、震災の犠牲者を追悼しました

鵜の郷交流館朝市（不定期開催）では、新鮮な海産物や農産物
を買い求める客で長い行列ができました

開館時間 休館日
いのちをつなぐ
未来館

９時30分~17時（11月~２月） 毎週水曜日９時30分~17時30分（３月~10月）

鵜の郷交流館 ９時~18時
※トイレは24時間利用可能です

汐折～しおり～　毎週月曜日
野村商店　　　　毎週水曜日
浜のくまさん　　毎週水曜日
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